
【解説】Geo-engineering (気象操作＝ケムトレイル、ＨＡＡＲＰなど)に関する最も充実

したウェブサイトと思われる、Dane Wigington の GeoengineeringWatch.org から、あるジ

ャーナリストの記事を選んで翻訳した。短いが、ここにはかなり豊富な、啓蒙的な内容が

含まれている。このサイトにはこのほかに、多くの人のこのような記事やビデオがたくさ

ん載っている。

昨今の異常気候――局地豪雨や、極端な寒暑、乾湿の差など――ここで「極端な予測不

能の天候パターン」と言われているものは地球規模のもので、これは単なる「自然」現象

でなく、気象操作によるものであることがわかる。そしてこれが「陰の支配者たち」の一

連の「シナリオ」の一環であることもわかる。

末尾に、やはりこのサイトにある、ケムトレイル散布に対する啓蒙・弾劾ポスターの一

部を載せておいたのでご覧いただきたい（５-７頁）。
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米軍は、天候をコントロールすることによって、彼らが惑星の「全方位支配」と呼ぶもの

を達成しようとしている。しかし気象操作を行っているのはアメリカだけでなく、中国や

ロシアもやっている。しかし Dane Wigington のような研究者たちのおかげで、遠大なアメ

リカの計画について、また、地球上の生命を支えるのに必要な基本的要件が乱暴に破壊さ

れている事実について、我々は知るようになった。

気象操作（Geo-engineering）は、数年たったら影響が現れ始めるという問題でなく、すで

に人間の病気だけでなく、世界中の動物・植物の大規模な死滅を引き起こしている。ウィ

ギントンは、密かな気象操作計画が進行していることを明らかにする、強力な証拠を提出

している（1）。一つのレベルでは、航空機が大気中に有毒の化学物質を散布している。これ

らの「ケムトレイル」（成層圏エアロゾル気象操作）は、航空機の飛んだ跡にはっきり見え

る航跡で、容易に消えることなく、拡散して何時間も（何日も）残っている。

http://www.youtube.com/watch?feature=player_embedded&v=a2x6TEeknfo&t=0



なぜこんなものを撒くのだろうか？ 例えば、ある有害な物質に対する人間の反応を試す

ためか、日光を曇らせたり大気を操作して、彼らの他の実験を可能にするためか、彼らが

すでに行ったことから生じた気象破壊と闘うためか、それとも、我々の繁殖能力を弱める

ためだろうか？ 多くの理由が考えられる。たとえ人がケムトレイルに関する証拠を好ん

で無視したとしても、イギリスの国防省が、1940 年から 1979 年にかけて、連合王国の人

民の上に細菌を散布していたことを認めた事実は注目すべきである(2)。米軍もまた合衆国

の都市部に有毒のケムトレイルを撒いていた(3)。

これらのケムトレイルの地上で検出された物質は、アルミニウムやバリウムといった、多

くの気象操作特許や文書にあげられているものと同じ、しばしば高度な毒性をもつ物質で

ある(1)。地球全体がこのような物質に覆われつつある。

点をつなぎ合わせると、気象操作が、我々の食物や農業に起こっていることと繋がってい

ることが分かってくる。飛行機から撒かれているアルミニウムは、植物や土壌に悪影響を

与える。だからモンサント社（農産物の種子を扱う米大企業）が現在、アルミニウムに耐

性をもつ種子の特許を得ていることは注目すべきである。信念の飛躍を要するか要しない

かわからないが、一つの企業が植物（と人間）の生命の鍵を握っている世界を想像してみ

るがよい。同じくらい注目すべきは、ノルウェイの Svalbard という北極圏の島に、何百万

という自然の種子のサンプルを、自然あるいは「非自然」の大災害から安全に守るために

用意された、「終末の日」のための穀物倉が存在するという事実である。ビル・ゲイツは、

何千万ドルという金を、ロックフェラー財団、モンサント社、Syngenta 財団、ノルウェイ

政府などと共に、この種子バンクに投資している(4)。

ゲイツやロックフェラーの一族は、昔から世界の過剰人口ということに関心をもっていて、

彼らはともに、遺伝子操作農産物、「家族計画」、人工削減計画に力を入れてきた(4)。ゲイ

ツが今株をもっているモンサント社は、Epicyte（再生停止）遺伝子をもっており、これは

ある人々の懸念するところでは、地球人口の“surplus to requirements”（剰余分）と目

される人々を、無精子あるいは不妊にするのに用いることができる（現に用いられている）

という。実際、ロックフェラー財団は、ナチスの「優生学」（今は名を変えて「遺伝学」）

運動に遡る系譜をもっている。

それは、相互につながった権力エリートの利益にとっては、ウィン・ウィンの状況を創り

出す。もし彼らが、等式の両項をコントロールしようとしているのなら、彼らは正しくや

っているように見える。彼らはアルミニウムに耐性のある農作物をもち、気象に干渉する

だけでなく、「終末の日」用の自然の種子の貯蔵庫を自由にすることができる。これは一種

の最後の砦あるいは保険と見なすことができる。ロックフェラー一族は最初、石油の支配



から始め、次に石油化学に依存する「緑の革命」を通じて農業を支配し、今では他の役者

たちと組んで、潜在的に地上のすべての人間の生命を握っている。

しかしそのシナリオを演じ終えることができるかどうかは、別の問題である。なぜなら気

象操作は、遥かにもっと広範囲でもっと奥の深い問題だからだ。地球の大気について神を

演じようとしているうちに、支配すべき残された生命は、すでになくなっているかもしれ

ない。

「高周波活性オーロラ研究計画」（High Frequency Active Auroral Research Program, 

ＨＡＡＲＰ）は、電離層の電磁波実験を行っていて、電磁波兵器を開発している。ＨＡＡ

ＲＰは、天候のパターンを変え、通信とレーダーを破壊する目的で、電離層に変化を起こ

させようとしているのだと言われる(5)(6)。雲や旱魃（ひでり）、地殻変動や地震、大気の電

導性に関する実験が行われ、日光の遮蔽や大気の温暖化などとともに、気象操作によって

すでに環境に加えられたダメージを修復する試みもなされていると言われる。

ウィギントンによれば、これらの（産業化ではない）プログラムが、地球温暖化や、オゾ

ン層の穴や、大気圏に放出されたメタンの原因になっていて、これは二酸化炭素の影響の

何倍も悪いものである。人々がひとたび自然に手を出し始めると、思いがけぬ結果が待っ

ているものだ。そして、彼らがこれまで破壊することに成功してきたものを元へ戻そうと

する試みは、単に同じ破壊、同じ干渉を重ねることでしかない。ビンからひとたび小鬼が

跳び出すと、これを元へ戻せなくなり、更に多くの気象操作、更に多くの「革新」を要す

ることになる。これは究極の破局へ向かうスパイラル的進行であり、地球温暖化、大気中

の酸素の欠乏、旱魃、洪水、病気はますますひどくなる。同じことが農業でも起こり、石

油化学による「緑の革命」と、現在の遺伝子操作農産物から生ずる問題を解決するための、

無際限の（高利益を産む）投資についても言える。

経済の崩壊、旱魃、地震、細菌戦、農産物の壊滅といったものが人々や国家に与える潜在

的恐ろしさは明らかである。この無責任な地球破壊をハリウッド映画のように美化して呼

ぶと、それは地球の「全方位支配」となる。一方、我々一般の者はこれについて何も言う

ことができない。人々は何も言えず、ほとんどの者はこういうことが起こっていることも

知らない。しかしその衝撃を感ずることはできる――極端な予測不能の天候パターン、北

極の氷の溶解、大規模な動植物の死滅、痴呆（特にアルツハイマー病）や自閉症のような

深刻な疾患の急増、その他何であろうと。ウィギントンは最近の研究発表で、こうしたす

べてについての有無を言わさぬ証拠を提出している(1)。

なぜ人々は、これが、自分自身や自分の子供を含めて、あらゆる人々に恐ろしい影響を与



える可能性があることを知りながら、こんなことをするのだろうか？ 精神の病？ 狂

気？ そうかもしれない。しかし短期的な戦略による利益が、このような人たちの考える

すべてなのかもしれない。“自分たちがやらなければ、我々のライバルにやられる”という

心理である可能性は強い。核兵器やそのテストが蔓延するのと同じく、これは悪が悪をも

たらす例である――気象操作によって、地球を金星のような住めない惑星に変えようとし

ているのである。しかしこうしたすべての背後にいる権力者たちにとっては、それはやっ

てみるだけの価値のあるギャンブルであり、それだけの出費に値するものであるらしい。

この惑星に未来の希望はあるのだろうか？ それはある――ただし彼らにこれをやめさせ

たときだ。
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